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運動会よくがんばりました
５月３０日（土）に運動会を実施しました。半日開催でしたが天候にも恵まれ、今年度のスロ

ーガン「あきらめないで さらに向こうへ 限界突破！ 輝く君は ヒーローだ！」のもと、子ども
たちは、競技だけでなく、応援や係の仕事なども含めて、楽しく元気に、そして一生懸命頑張っ
たのではないかと思います。短い練習期間ではありましたが、仲間と協力し合って一つのことを
成し遂げた経験は、子どもたちにとってよき思い出になったのではないでしょうか。
保護者のみなさまにおかれましては、駐車場や観覧場所等で大変ご不便をおかけしたことと存

じますが、子どもたちへの温かいご声援をいただきありがとうございました。また、子どもたち
のためにテントの設営等にもご尽力いただき、重ねてお礼申し上げます。
年度はじめから運動会までの大変慌ただしい時期が終わり、これからは、じっくりと落ち着い

て学習や様々な活動に取り組むようになります。運動会での経験や成果・課題等も踏まえながら、
教職員が一丸となって子どもたちの成長を支えていきたいと考えています。

校長室から
４月の授業参観で既にお気づきかもしれませんが、今年度、在校時は基本的に校長室のドアを

開けるようにしています。それは、校長室の敷居を低くして、子どもたちとのふれあいの機会を
多くすることや、学校の様子（空気感）を敏感に感じ取りたい
等の思いからそのようにしています。
はじめてみると、校長室の前を通る時にあいさつをしてくれ

る人や落とし物を届けてくれる人、たわいもない話をしていく
人の他、「算数のテストを頑張ります」と宣言をしていく人も
いて、子どもたちの反応は様々です。
こうした日常のふれあいを大切にしながら、子どもたちの小

さな変化や成長に気づいていきたいと考えています。

 


